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東京ディズニーランド 
� 「夢と魔法の王国」の組織とそのリーダーたち�  
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Disney 注)1の経営哲学 

 
Disneyland の起源 

 
Disneyland はウォルト・ディズニーのある想いから生まれた。それはウォルトが娘と遊10 

園地に出かけ、遊んでいたときのことであった。その遊園地の姿に彼は愕然としたのであっ

た。「ゴミが散乱し、しかも従業員が無愛想」なのだ。大変不愉快な思いをするのと同時に、

「自分ならもっとましなものがつくれる」と考えたのであった。そうして、「子供たちが夢中

になるだけではなく、その親たちも楽しむことのできる場所を創る」ことを決心した。しか

し「この遊園地は、いつでも手を加えられるようにしておこう」とも考えていた。ウォルト15 

がこのように考えたのは、「この世にイマジネーションがある限り、決してパークは完成しな

い」という信念を持っていたからであった。「きれいで、従業員の応対がよく、みんなが楽し

める」という現在の東京ディズニーランドは、ここが原点となっている。 
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 1Disneyland 及び Disney はアメリカのディズニーランド、ディズニー全体を示す。日本のディズニーランドは東京ディ

ズニーランドと記す。 

  
このケースは、巻末に示す参考文献及びインタビューをもとに、慶應義塾大学大学院経営管理研究科教授高木晴夫の指導

のもと、同修士課程 M25 期生丹徹也が編集して作成した。クラス討議の資料とするためのもので、経営及びリーダーシ

ップの適否を例示しようとするものではない。 


